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1.はじめに

今日のコラム

©ATDigital

・VBAの開発方法
・メッセージボックスの出し方
・保存の注意
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2.VBAの開発方法

©ATDigital

・そもそもVBAとは…
VBAとは[Visual Basic for Applications]の略語
Microsoft Officeのアプリケーション機能を拡張
基本的にはプログラミング
[マクロ]とは厳密には異なる
◇VBAはプログラミング言語
◇マクロは機能
本書ではほぼ同じものとして扱う



3

2.VBAの開発方法
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・VBAを開発するには
Excelを開いて[開発タブ]を開く

開発タブがない場合は次のページから解説あり
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2.VBAの開発方法
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・VBAを開発するには
Excelを開いて[ファイル]を開く
[その他…]⇒[オプション]の順にクリック
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2.VBAの開発方法

©ATDigital

・VBAを開発するには
[リボンのユーザー設定]をクリック
右のメインタブ枠にある[□開発]をクリック
◇図のようになればOK!
[OK]をクリック
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2.VBAの開発方法

©ATDigital

・VBAを開発するには
開発タブの[Visual Basic]をクリック

右下の図のような画面が出ればOK
◇この画面はVBEという

[Visual Basic Editor]
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2.メッセージボックスの出し方

©ATDigital

・モジュールを追加
モジュールとは「ソフトウェアを構成する部品」
◇モジュールの集まりで１つのソフトウェアができる
◇歯車のようなものだとイメージすればOK
以下の手順でモジュール追加
①VBAProjectを右クリック
②挿入 標準モジュールをクリック
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2.メッセージボックスの出し方

©ATDigital

・モジュールを追加
モジュールが追加できればこのような画面になる
◇[Option Explicit]はなくてもOK
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2.メッセージボックスの出し方

©ATDigital

・メッセージボックスを出してみよう
関数を書いてみよう
◇「sub [関数名]()」と入力
◇プログラミングの世界では基本英語で命名

・日本語でも問題は無いけど…
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2.メッセージボックスの出し方

©ATDigital

・メッセージボックスを出してみよう
命令を書いていこう
◇今回パソコンにする命令はメッセージボックスの表示
◇メッセージボックスは以下のプログラム
「Msgbox “[テキストの内容]”」

◇手始めに[Hello,World.]と入力してみよう
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2.メッセージボックスの出し方

©ATDigital

・メッセージボックスを出してみよう
プログラムを走らせよう
◇書いたプログラムを動かすには  をクリック
◇問題なく動けば右の図のようになる
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2.メッセージボックスの出し方

©ATDigital

・様々な種類のメッセージボックス
警告
◇「MsgBox “Hello,World.”, vbCritical, “タイトル”」
質問
◇「MsgBox “Hello,World.”, vbQuestion, “タイトル“」
注意
◇「MsgBox “Hello,World.”, vbExclamation, “タイトル“」
情報
◇「MsgBox “Hello,World.”, vbInformation, “タイトル”」
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3.保存の注意

©ATDigital

・VBAは保存に注意
ファイルの種類を[Excelマクロ有効ブック]にする
Excelブックで保存するとプログラムが消える…
保存できるとファイルが右下のようなアイコンになる
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